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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

29 Ⅰ歴代誌 ２４ マルコ １０ マタイ ２１:１ ～９
30 ２５ １１ マタイ ２１:１８～２２
31 ２６ １２ 主 マタイ ２２:１５～２２
１ ２７ １３ の マタイ ２６:６ ～１３
２ ２８ １４ 苦 詩篇 ２２:１ ～２３
３ ２９ １５ 難 マタイ ２７:４５～５６
４ Ⅱ歴代誌 １ １６ イザヤ ５２:13～５３:12
５ ２ ル カ １ マルコ １６:１ ～８

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
受洗記念日 (３０日 田中美智子姉、廣田 洋子姉

ピーターホーフラッチ兄･ホーフリッチ尚子姉
２日 杉崎 幸子姉 ３日 梅﨑 洋子姉）

結婚記念日（３日 ピーターホーフリッチ･尚子ご夫妻）
① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 廣田勇士兄の霊肉の健康とお働きの上に祝福を。
④ 高橋初生師（前尼崎竹谷教会）の健康の上に祝福を。

１ 復活祭礼拝・祝会 4月5日(日)午前10時 本日より受難
週に入ります。受難週の黙想(主イエスの十字架の道をた
どる)を黙想しましょう。復活祭献金を献げましょう(会計より)

２ 廣田洋子姉 昨年11月より脊髄骨折によりご入院中です。
3月も下旬になり三寒四温を繰り返しながら桜の時期にな
りました。インフルエンザ及び花粉症に注意し、マスクを
着用して礼拝に出席しましょう。ご高齢の方々(独居生活、
施設入居)、病気の方々のために祈りましょう。

３ 播州地区総会報告 地区委員･教職４名、信徒:所属４教
会及び地区主事が選出されました。祝福を祈りましょう。

４ 新会堂建築のため 続いてお祈りし、献げましょう！
牧会短針 本日は「棕櫚の主日」です。今週は私たちのた
めに苦難を受けて下さった主イエス・キリスト様の受難週で
す。主イエス様は「ろばの子」に乗ってエルサレムに入城さ
れました。群衆は上着を敷き、棕梠の枝を振りながら「ホサ
ナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に」と賛美の歌
声を上げて主を迎えました。彼らはキリストをこの世の解放
者として迎えましたが、主イエス様は自ら十字架で死ぬこと
を覚悟して入城されたのです。それはこの世のものでない御
国をもたらすためでした。この一週間、お互いにお言葉に聞
いて主イエス・キリスト様のみ足の跡を黙想しましょう。そ
して感謝と喜びをもって復活の朝を迎えましょう。

今週の牧師の予定

◎先週の報告 礼拝７名･交わりの時７名,子ども教会1+5名
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◎今週の御言葉 「十字架の道を歩まれたキリスト」(ゼカリ
ヤ書9章9～10節、マルコの福音書11章1～11節）

「シオンの娘よ。大いに喜べ。エルサレムの娘よ。喜び叫
べ。見よ。あなたの王があなたのところに来られる。この方
は正しい方で、救いを賜り、柔和で、ろばに乗られる。それ
も、雌ろばの子の子ろばに。」(9:9) 「そして、前を行く者
も、あとに従う者も、叫んでいた。『ホサナ。祝福あれ。主
の御名によって来られる方に。祝福あれ。いま来た、われら
の父ダビデの国に。ホサナ。いと高き所に。』」(11:9,10)。

◎イエス・キリスト様が何故、苦難が待っている十字架の
道をまっしぐらに先頭に立って､しかも｢ロバの子｣に乗って
エルサレムに入城されたのでしょうか？

◎ゼカリヤ書9章には、神殿は完成したが、民の生活が目
立って楽になったわけでも、ダビデ王朝が復興したわけでも
なかった。人々は疲れを覚え､神の民としての誇りを失い、
信仰の危機に陥る。そうならないために希望が必要だったの
です。9-10節はメシヤ預言です。11節以降はメシヤによって
回復し、祝福される神様の民の描写なのです。メシアなる御
方は武力ではなく、謙遜と愛で人々に仕える平和の君であり
(9-10,マタイ21:4-7）、争いと恐れに満ちた世界でもその平
和は人々の心に広がり続けるのです(ルカ17:20-21)。

◎当時のエルサレムは過越の祭りのため群衆でひしめき合
っていたのです。以前に自らの苦難と死について三回にわた
って予告しておられたイエス様はその一行と共にエルサレム
に入城されたのです。その際イエス様は、メシア的王として
歓呼の声で迎えられたのですが、実際は王にふさわしく馬に
乗って威風堂々としてではなく、ろばに乗っての入城でした。
ろばは物や人を運ぶための動物で、戦うためのものではなく、
平和のシンボルなのです。これははっきりと「受難のメシア」
としての自らの使命を明らかに示すためなのです(イザヤ62:
11､ゼカリヤ9:9)。

◎イエス様は確かに〈王〉であられますが、自らが武力に
よって支配する王ではなく、人々の嘲笑を受けながら、自己
をささげるという徹底的無抵抗の王であることを明らかにし
ておられるのです。正にイエス様は「平和の君」として来ら
れたのです(イザヤ9:6）。ですから平和の象徴として「ろば
の子」しかも「人間が誰も乗ったことのない、ろばの子」と
指定され、それに乗られたのです。これは特に神の御用のた
めに聖別されていた印です(民数記19:2、申命記21:3、サム
エル①6:7）。〈ホサナ〉とは「今、お救い下さい」の意味で
す。私たちも心に開いて主をお迎えしましょう。群衆は主イ
エス様を偉大な預言者､王として迎えましたが、自分たちの
期待はずれの現実に失望したのです。私たちには、主イエス
様を「主」としてお迎えし、従う事が求められているのです。


